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１ 飼育環境 

1-1 温度及び換気  

本種はこれまでに関東以北での飼育記録がないが、関東以南であれば屋外飼育は可能である。

上野動物園など都内の年間気温であれば、年間を通して屋外での飼育も可能である。ただし、

最低気温が氷点下以下に下がるような飼育環境では、遠赤外線などのホットスポットを設ける

ことが望ましい。 

室内飼育施設のみで飼育する場合は、春秋などの温暖な気候時に、太陽光、換気可能な窓の

設置が望ましい。室内飼育の場合は、空調などを用いて温度条件を 10～30℃で管理する。  

1-2 湿度  

ルリカケスの生息地は年間を通して降水量が多く多湿な環境ではあるが、ルリカケスはアス

ペルギルス(Aspergillus)属真菌に対する感受性が高いため、室内飼育の場合は空調や換気な

どで除湿し、環境中のカビの発生を抑える必要がある。室内飼育の場合の目標湿度は 60％以下

が好ましい。  

1-3 音、振動 

生息域内では一般住宅の屋根裏や、ペンションの軒下などでも繁殖例があるように、一定の

連続的な音などにはある程度ならば順応する。しかし、突発的な音や振動には敏感に反応し衝

突などの恐れのあるため、大きな音や振動は極力さけるべきである。工事など事前に音や振動

を伴う場合は、遮音性カーテンなどで防音などの対応が必要である。 

1-4 飼育面積及び容積 

飼育施設の大きさは、基本的に中型以上の禽舎であれば飼育可能である。ペア飼育の場合、

幅 5ｍ×奥行き 10ｍ×高さ 3ｍ程度の禽舎で繁殖例がある。これ以下の面積でも繁殖例はある

が、営巣には高い場所を好むので高さは必要である。治療などを目的に狭い場所での飼育が必

要な場合、短期間ならば、中型鳥類用の鳥カゴ(サイズ 400×600×400mm)でも管理することは

可能である。 

  
図 1 上野動物園の屋外飼育施設 図 2 上野動物園の屋内飼育施設 

 

  
図 3 上野動物園の展示場内部 図 4 平川動物公園の屋外飼育施設 



1-5 施設の構造、設備 

これまでに、屋外飼育施設にてアオダイショウによる食害事故が発生している。ヘビなどの

侵入を防止するために、屋内外施設の側面や天井部には 5mm×5mm のステンレスメッシュを用

いることが望ましい。天井部には一部雨除け用の屋根を設ける。屋根を壁面から設置できれば

雨風を同時に防ぐことができる。 

本種は貯食、採食行動などで地面を掘る行動を頻繁に行なう。このため屋外施設の床面は掘

り起こしやすい砂や土、砂利などを使用し、屋内施設で床面がコンクリートの場合でも一部に

は土壌部を設ける。 

止まり木の太さは本種が摑まったときに、指が 3分の 2程度かかる太さで、放飼場内の高低

差のある場所に設置する。カシやスジダイなどの常緑樹を放飼場に植樹すれば、止まり木とし

ても活用出来る。 

放飼場内の水場は、飲水場および水浴び場として利用できるようにする。本種はあまり深い

水深の水場を好まない。水場はすり鉢状とし、最大 10cm 前後の深さから徐々に浅くなるよう

な構造が良い。本種は季節を問わず水場で水浴びを頻繁に行なうため、給水方式は溜め水では

なくオーバーフロー方式が望ましい。 
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